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Evoko Liso・Home セットアップマニュアル 
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はじめに：システム要件 

Evoko Home サーバーは各会議室に設置された Evoko Liso を管理します。Evoko Home サーバーは、Liso デバイス

を予約システムに接続し、予約システム内の会議室メールボックスと同期します。Evoko Home サーバーは、オンプ

レミスまたはクラウドの企業ネットワークに上にサービスとしてインストールできます。 
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システムアーキテクチャー 

• Evoko Home サーバーは、ポート (デフォルト 3002) を介して HTTPS 経由で Liso と通信します。 

• Evoko Home サーバー Web アプリケーションは、初期セットアップ時に HTTP ポートを使用して 

Evoko Home サーバーと通信し SSL 証明書を構成します。SSL が構成された後はすべての通信で初期

セットアップ時に構成されたポート (デフォルト 3002) で HTTPS が使用されます。 

• Evoko Home サーバーは、HTTP (80) または HTTPS (443) を介して予約システムと通信します。 

• システムは、ポート 123 経由の UDP を使用する構成可能な NTP サーバーを使用して、時刻と日付を

同期します。 

システム要件 

• Windows Server バージョン 2016 以降、および Ubuntu 20.04 LTS 

• オンプレミスまたはクラウドベース、最低 2 コア、4 GB の RAM、40 GB のストレージ。 

• 静的 IPv4 アドレス（Evoko Liso はこの IP と通信し連携します） 

• HTTP (デフォルト ポート 3000 TCP)、SNMP (ポート 3001)、および HTTPS (ポート 3002) 経由でア

クセス可能なアプリケーション ポート 

• 予約システム(Office 365 など)にアクセスする HTTP (ポート 80) または HTTPS (ポート 443)  

• NTP サーバーにアクセス時に経由する NTP (ポート 123 UDP)  

サポートされている予約システム 

• Microsoft 365 (旧 Office 365)  

• Microsoft Exchange 2019 

• Microsoft Exchange 2016 
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• Google Workspace（旧 G Suite） 

• IBM Domino 

• Evoko Booking （スタンドアロン予約システム） 

予約システムの準備 

本章では予約システムと Evoko Home を連携するための設定を行います。利用する予約システムによって手順が異な

りますので、対応するシステム各項を参照ください。 

Microsoft 365 との連携  

Evoko Home を Microsoft 365 に接続する準備をします。 

 注: このプロセスを完了するには、Microsoft 365 グローバル管理者である必要があります。  

このプロセスでは、Microsoft Entra 管理センター内でいくつかのトークンが生成されます。本手順の完了後、シス

テムのセットアップ時に使用するため次の値を必ずメモしてください。 

• Evoko Home サービスアカウント 

• Azure AD アプリケーション (クライアント) ID 

• Azure AD ディレクトリ (テナント) ID 

• Azure AD クライアント シークレット値 

• エンタープライズ アプリ オブジェクト ID 

• リソースグループ オブジェクト ID 

• 送信者グループオブジェクト ID 

Evoko Home サービスアカウントの作成 

Evoko Home の管理者となるサービスアカウントを作成します。このアカウントの作成には通常のユーザーアカウン

ト同様にライセンスが必要です。 

① Microsoft 365 管理センターに移動し、Office 365 管理者アカウントでログインします。 

② サイドバーの[ユーザー]から[アクティブ ユーザー」をクリックします。 

③ [ユーザーの追加]をクリック 

https://admin.microsoft.com/
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④ サービスアカウントの基本設定が開きます。  

 

表示名 (例: 「Evoko Home Service Account」)、ユーザー名、およびパスワードを入力し[次へ]をクリ

ックします。 

⑤ Microsoft の製品ライセンスをクリックして割り当てます。これにより、サービスアカウントが Evoko 

Home に必要なメールボックスにアクセスできるようになります。 

②  

③  
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⑥ [次へ]をクリックします。 

⑦ オプションの設定に移動します。特に設定は必要な無いため、[次へ]をクリックします。 

 

⑧ 設定を確認して、[追加の完了]をクリックします。アカウントが正常に作成されたことを示すメッセー

ジが表示されます。 

 

⑨ アカウントが作成できたことを確認するため、シークレット/InPrivate ウィンドウで、新しく作成した

サービスアカウントを使用して outlook.office.com にログインします。確認ができれば完了となりま

す。 

⑤ 

⑥ 
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ルームリソースアカウントを作成する  

会議室をアカウントとして登録します。これは通常のユーザーではなく Microsoft によって設備及び設備品向けに用

意されている「リソースアカウント」を利用します。もし既に会議室リソースアカウントを作成して運用している場

合は作成する必要はありません。 

① Microsoft 365 管理センターで、サイドバーの [リソース] にて[会議室と備品] を選択します。 

② [＋リソースの追加] をクリックして開きます。 

 

③ リソースを「会議室」に変更し、会議室アカウントとして使用する名前とメール アドレスを入力しま

す。[保存] をクリックします。 

 

④ 会議室が正常に作成されたことを示すメッセージが表示されます。 続けて会議室を追加する場合は[別

のリソースを追加]をクリックします。完了したら✕ をクリックしてペインを閉じます。 

②  

①  
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Evoko Home Azure AD アプリケーションを  Microsoft Entra に登録する  

① Microsoft アカウントを使用して Microsoft Entra 管理センターにログインします。 

② サイドバーの[アプリケーション]に移動し、[アプリの登録]をクリックします。 

 

③ [＋新規登録」をクリックします。 

 

④ アプリケーションの名前 (例: 「Evoko Home App」) を入力し、[登録] をクリックします。 

https://entra.microsoft.com/
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⑤ 概要ページが表示されます。Azure  AD アプリケーション (クライアント) ID と Azure AD ディレクト

リ (テナント) ID をメモします。 

 

⑥ 「証明書とシークレット」に移動します。 

⑦ 「＋新しいクライアントシークレット」をクリックします。 

 

⑧ 説明と有効期限を入力し、[追加] をクリックします。 

Evoko Home が Microsoft 365 と会議を同期するには有効なシークレットが必要です。設定した有効期
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限が切れると同期が取れなくなります。その際には新しいクライアント シークレットを生成し、再認

証する必要があります。 

 

⑨ Azure AD クライアント シークレット値をメモします 。 

 

⑩ サイドバーの「エンタープライズ アプリケーション」に移動します。新しく作成した Azure AD アプ

リケーションを検索し、リストでその名前をクリックします。 

 

⑪ エンタープライズ アプリ オブジェクト ID をメモします 。 
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アプリケーションに権限を付与する  

Microsoft Entra の Evoko Home アプリケーションに必要な権限を付与します。 

① サイドバーの「アプリケーション」に移動し、「アプリの登録」に移動します。 

 

② 新しく作成された Azure AD アプリケーションを検索し、リスト内でその名前をクリックします。 

③ [API のアクセス許可]に移動します。 

④ [+ アクセス許可の追加]をクリックして、「API アクセス許可の要求」ペインを開きます。 

⑤ Microsoft Graph をクリックし、次にアプリケーションのアクセス許可をクリックします。 
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⑥ 権限のリストで、「User.Read」を検索し、User.Read.All をマークします。 

 

⑦ 同じリストで「Group.Read」を検索し、Group.Read.All をマークします。 

 

③ 

⑤ 

 
④ 
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⑧ ペインの下部にある「権限の追加」をクリックします。 

⑨ [✓ 組織の管理者の同意を付与する]をクリックします。 

 

⑩ 確認ウィンドウが表示されるので、[はい]をクリックします。 
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グループの作成 

Evoko Home アプリケーションで使用されるリソース グループと送信者グループをそれぞれ作成します。 

リソースグループは会議室アカウントのグループ、送信者グループは Evoko Home のサービス管理者を含みます。 

リソースグループの作成 

① サイドバーの[グループ]に移動し、[概要]に移動します。 

② Evoko Home リソース グループを作成するには、[新しいグループ] をクリックします。 

 

グループの種類を Microsoft 365 に設定し、グループ名を入力します 。グループ名は任意の名前に設

定できます。(例: 「Evoko Home Resource Group」)。 

③ 「メンバー」の下の[メンバーが選択されていません] をクリックして、「メンバーの追加 」ペインを

開きます。 

 

 

①  

②  
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④ 追加する会議室リソースアカウントを選択します。選択後、ペインの下部にある [選択] をクリックし

ます。 

 

⑤ [作成] をクリックしてリソース グループを作成します。 

⑥ [プロパティ] をクリックして開き、リソースグループ オブジェクト ID をメモします。 

 

 

 

③  

⑤ 
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送信者グループの作成 

別のグループを作成します。本手順は直前の「リソースグループの作成」と同様です。 

① 送信者グループを作成するには、サイドバーの[グループ]に再度移動し、[概要]をクリックし、[新しい

グループ]をクリックします。 

② グループの種類を Microsoft 365 に設定し、グループ名を入力します (例: 「Evoko Home Senders 

Group」)。 

③ 「メンバー」の下で、[メンバーが選択されていません] をクリックして、「メンバーの追加」ペインを

開きます。 

④ 「Evoko Home サービスアカウントの作成」で作成したアカウントを選択します。ペインの下部にあ

る [選択] をクリックします。 

⑤ [作成] をクリックして、送信者グループを作成します。 

⑥ [プロパティ] をクリックして開き、送信者グループ オブジェクト ID をメモします。 

PowerShell でのサービスプリンシパルの作成  

このセクションでは、PowerShell で Evoko Home アプリケーションをサービス プリンシパルとして登録します。 

PowerShell での操作にあたってスクリプトの実行及びモジュールのインストールが必要です。これらの設定はセキ

ュリティ上制限されている場合があります。その場合はネットワーク管理者にご相談ください。 

PowerShell の準備と Exchange Online への接続 

① Windows PowerShell を管理者として実行します。 

② スクリプトの実行ポリシーを変更します。次のコマンドを実行します。 

Set-ExecutionPolicy RemoteSigned 
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応答が返ってくるので「Y」と入力し、キーボードで Enter キーを押します。 

 

③ Exchange Online PowerShell モジュールがまだ存在しない場合はインストールします。次のコマンド

を実行します。 

Install-Module -Name ExchangeOnlineManagement 

応答では「Y」と入力し Enter キーを押します。 

 

④ 次のコマンドを実行してモジュールを読み込みます。 

Import-Module ExchangeOnlineManagement 

⑤ Exchange Online に接続します。  <UPN> を 、ユーザー プリンシパル名形式の Exchange Online アカ

ウントに置き換えます (例:  admin@organization.onmicrosoft.com )。 

Connect-ExchangeOnline -UserPrincipalName <UPN> 

 

https://learn.microsoft.com/ja-jp/powershell/exchange/connect-to-exchange-online-powershell?view=exchange-ps
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ログインウィンドウが表示されますので、パスワードを入力し、サインインをクリックします。 

 

問題なくログインが完了すると、次のような応答が返ってきます。 

 

サービスプリンシパルの作成 

① 前のセクションで収集した値を使用してサービス プリンシパルを作成します。 

・<Azure AD Application (Client) ID>：Azure AD アプリケーション (クライアント) ID 

・<Enterprise App Object ID>：エンタープライズ アプリ オブジェクトオブジェクト ID 

・最後の Evoko Home は任意の名前に置き換えることができます。 

置き換えたコマンドを実行します。 

 

New-ServicePrincipal -AppId <Azure AD Application (Client) ID> -ObjectId 
<Enterprise App Object ID> -DisplayName "Evoko Home" 

② 前のセクションで収集した値を使用して、リソース グループの管理ロールの割り当てを作成します。 

・<Enterprise App Object ID>：エンタープライズ アプリ オブジェクトオブジェクト ID 

・<Resource Group Object ID>：リソース グループ オブジェクト ID 

置き換えたコマンドを実行します。 
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New-ManagementRoleAssignment -App <Enterprise App Object ID> -Role 
"Application Calendars.ReadWrite" -RecipientGroupScope <Resource Group Object 
ID> 

 

③ 前のセクションで収集した値を使用して、送信者グループの管理ロールの割り当てを作成します。 

・<Enterprise App Object ID>：エンタープライズ アプリ オブジェクトオブジェクト ID 

・<Senders Group Object ID>：送信者グループ オブジェクト ID 

置き換えたコマンドを実行します。 

New-ManagementRoleAssignment -App <Enterprise App Object ID> -Role 
"Application Mail.Send" -RecipientGroupScope <Senders Group Object ID> 

 

以上で Microsoft との連携準備は完了です。 

Google Workspace との連携  

Evoko Home アプリを Google Workspace (旧 G Suite) に登録する方法について説明します。このプロセスを完了す

るには、Google ドメイン管理者である必要があります。 

プロセス終了後、すべての情報が反映されるまでに最大 24 時間かかる場合があります。 

1. 新しいプロジェクトを作成し、API を有効にする 

2. サービスアカウントを作成する 

3. ユーザーに API を付与する 

4. アプリに API 権限を追加する 

5. リソースカレンダーの作成と構成 

注意：本手順中にいくつかのトークンが生成されます。トークンは後のステップで使用するので必ず記録し

てください。次の値をメモします。 
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・Evoko ホーム管理者メール 

・サービス アカウントのメール アドレス 

・サービス アカウントの固有 ID 

・P12 キー (.p12 ファイル) 

新しいプロジェクトを作成し、API を有効にする  

このセクションでは Evoko Home と Google Workspace を統合するための新しいプロジェクトを作成し、必要な API

を追加します。 

① Google アカウントを使用して Google Cloud Platform にログインします。 

② [＋プロジェクトの作成] をクリックします。 

 

③ Evoko を構成するためにプロジェクトの名前を入力し、[作成]をクリックします。 
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④ プロジェクトが作成されると、通知領域に通知が表示されます。  
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⑤ 通知をクリックして API マネージャーにアクセスするか、≡ ナビゲーションメニューをクリックし、

[API とサービス] 、[有効な API とサービス] の順に移動します。 

  

⑥ [＋ API とサービスを有効にする]をクリックします。 

  

⑦ API ライブラリが表示されるので、「Google Calendar API」を検索し、クリックします。 
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⑧ Google Calendar API ページ内で[有効にする]をクリックします。 

 

⑨ 同様の手順を繰り返して、「Gmail API」 を追加して有効にします。 
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⑩ 同様に[Admin SDK API]を追加して有効にします。 
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サービスアカウントを作成する  

Evoko Home のサービス アカウントと Google Cloud Platform の P12 キーを作成します。 

①  メニューアイコンをクリックし、[IAM & Admin]を開いて[Service Accounts]を選択します。 

 

② [+サービスアカウントの作成]をクリックします。 
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③ Evoko ホーム サービス アカウントの名前、ID、説明を入力し、[作成して続行]をクリックします。 

 

④ [ロールの選択]ドロップダウンメニューからサービスアカウントを選択し、「サービスアカウントトー

クン作成者」を選択し、[完了]をクリックします。 
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⑤ 新しく作成されたサービスアカウントは一覧に表示されます。横のメニューから  [詳細の管理]をクリ

ックします。 

 

⑥ [詳細]タブでサービスアカウントの電子メールアドレスとサービスアカウント一意の ID をメモしま

す。 
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⑦ [キー]をクリックして[キーの追加]を開き、キーの種類として[P12]を選択します。 

⑧ [作成]をクリックしてこの P12 キーを保存します。 

生成されたファイルは後で Evoko Home - Google 接続時に必要になります。 
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ユーザーに API を付与する  

このセクションでは、組織内のユーザーを Evoko Home 管理者メールとして指定します。このユーザーは Evoko 

Home を Google Workspace に接続するときに認証され、Evoko Home インターフェースでグローバル管理者として

機能します。API 権限は「管理者メール」として機能するユーザーにのみ必要です。 

① Google アカウントを使用して Google 管理コンソールにログインします。 

② ≡ ナビゲーション メニューをクリックし、[ディレクトリ]、[ユーザー]に移動します。 

③ 管理者メールとして割り当てるユーザーをクリックします。 

④ 「管理者の役割と権限」で、[役割の割り当て]をクリックします。 

 

⑤ グループ管理者ロールを選択して必要な API 権限を適用し、[保存]をクリックします。 
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デフォルトの Google ロール（スーパー管理者、グループ管理者、ユーザー管理者、ヘルプデスク管理

者）を選択して、必要な API 権限を適用します。 

 

補足 

詳細に権限を設定したい場合、カスタム管理者ロールを作成して付与することができます。 

カスタム管理者ロールを作成するには「アカウント」、「管理者ロール」に移動します。 

 

次に、[新しいロールの作成]を押します。 
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新しいロールに好きな名前を付けて[次へ]をクリックします。権限を選択するには「管理 API 権限」ま

でスクロールし「ユーザー」の下にある [読み取り] を選択します。最低限必要な権限の設定はこれで

完了です。他に必要な権限を付与した後[続行]をクリックします。  

 

⑥ [ロールの作成]をクリックします 
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⑦ 新しく作成した管理者ロールを Evoko Home で管理者メールとして機能するユーザーに適用します。 

アプリに API 権限を付与する  

このセクションでは、Google 管理コンソールでサービスアカウントに API アクセス権限を付与します。 

① ≡ ナビゲーションメニューをクリックし、[セキュリティ] 、[アクセスとデータ制御] 、[API コントロ

ール] の順に移動します。 

 

② [API コントロール] ページで、[ドメイン全体の委任の管理] をクリックします。 
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③ [新しいクライアントを追加]をクリックします。前のセクションで使用したサービスアカウントクライ

アント ID を入力します。 

④ 次の OAuth スコープを 1 行にコンマ区切りで入力します。 

https://www.googleapis.com/auth/admin.directory.user.readonly, 
https://www.googleapis.com/auth/calendar, 
https://www.googleapis.com/auth/gmail.send 

 

⑤ [認証]をクリックします。「詳細の表示」に適用された 3 つのスコープがすべて表示されます。 
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リソースカレンダーの作成と構成  

このセクションでグローバル リソース共有を設定し、Google 管理コンソールで新しいリソースを作成します。 

① ≡ ナビゲーション メニューをクリックし、[アプリ] 、[Google Workspace]、[カレンダー]の順に移動

します。 

 

② [プライマリカレンダーの外部共有オプション]を選択します 。 
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③ 外部共有オプションを「空き時間情報のみ (イベントの詳細は非表示)」に設定し、[保存]をクリックし

ます。 

 

④ [ディレクトリ]、[建物とリソース]、[リソースの管理] の順に移動します。 
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⑤ [＋新しいリソースの作成]をクリックします。 

 

⑥ 会議室分のリソースの詳細を追加し、[リソースの追加]をクリックします。 
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⑦ シークレット/プライベートウィンドウで Evoko Home 管理者のメールアドレスを使用して

calendar.google.com にログインします。 

 

⑧ カレンダーのサイドバーの [その他のカレンダー] の横にある[+ 追加]をクリックし、[リソースの参照]

をクリックします。 
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⑨ [リソース]ページで新しく作成した会議室の横にある ☑ チェックボックスをクリックします。 

 

⑩ サイドバーで新しく作成したリソースカレンダーに移動し、プルダウンメニューを開いて[特定のユー

ザーと共有]をクリックします。 
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⑪ 以前に作成したサービスアカウントのメールアドレスを追加します。権限を「空き時間情報のみ表示 

(詳細は非表示)」に設定し、[送信] をクリックします。 

 

⑫ Evoko Home 管理者のメールアカウントも追加し、「イベントを変更する」権限を付与して[送信]を

クリックします。 

メーカーからは Evoko Home 専用の新しいユーザーを作成することが推奨されています。下のスクリ

ーンショットでは、「Bob Anderson」を Evoko 管理者ユーザーとして使用しています。 
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⑬ 権限は次のようになります。 

 

⑭ 予約に PIN または RFID 認証を要求する場合、この認証を利用して予約するユーザーは「イベントに変

更を加える」権限とともに追加する必要があります。 

画像では 、Liso パネルで PIN/RFID を使用するユーザーとして syed.hasan@smsevoko.com を使用し

ます 。 
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⑮ 「イベントを変更する」権限を付与して[送信]をクリックします。プロジェクト内の対象のユーザーに

対して上記の手順を繰り返します。 

Evoko Home のインストール 

次の手順では Evoko Home サーバーアプリケーションをインストールします。サーバーOS が Windows の場合と

Ubuntu の場合で手順が異なります。構成する OS の項を参照ください。 

Windows Server の場合 

インストール前の構成  

Evoko Home をダウンロードしてインストールする前にサーバーの構成を確認してください。 

• 静的 IPv4 アドレスを使用するようにサーバーを構成します。 

• Evoko Home のトラフィックを許可するようにファイアウォールを構成します。 

• Windows Defender : Windows Defender ファイアウォールで、すべてのネットワーク プロファイル

にわたってローカル ポート 3000 ～ 3002 での TCP 接続を許可する受信規則を作成します。 

• その他のファイアウォール: その他のファイアウォールでは追加のルールが必要になる場合がありま

す。  必要なすべてのポートについては、システム要件を参照してください。 

Evoko Home をダウンロードしてインストールする  

① Biamp Downloads から Evoko Liso Home Windows の最新バージョンをダウンロードします。 

https://support.biamp.com/Evoko/Liso/Getting_Started/Read_This_First%3A_System_Requirements#System_Requirements
https://www.biamp.com/support/downloads?products=Evoko&resources=Software/Firmware


Copyright 2013-2020 Biamp Systems  http://support.biamp.com/

  41 

 

② ダウンロードしたファイルを右クリックし、[管理者として実行]をクリックします。 

③ Evoko Home インストーラーで、ライセンスの利用規約を読んで同意し、[Install]をクリックします。

※Evoko Home インストーラーは、NodeJS と MongoDB の依存関係がまだ存在しない場合は自動的に

インストールします。 

 

インストールが開始すると表示が切り替わり、進捗が表示されます。 

 

④ 完了すると、Evoko Home セットアップ ウィザードが表示されます。[Next] をクリックします。 

 
 

https://nodejs.org/en/blog/release/v14.21.3
https://www.mongodb.com/try/download/community-edition/releases/archive#7.0.11
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⑤ Evoko Home をインストールするディレクトリを指定します。 [Next] をクリックします。 

 

⑥ MongoDB の設定を行います。MongoDB には Evoko Home アプリケーションのすべての情報が保存さ

れるため、ユーザー名とパスワードをメモし残しておいてください。 資格情報が失われると、将来復

元が必要になったときにデータベースを回復することはほぼ不可能になります。メーカーからは次のパ

ラメーターの使用をお勧めしています。 

⚫ Username: evoko_user 

⚫ Password: evoko_pass 

⚫ Name: evoko_db 

⚫ Endpoint: localhost:27017 
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各パラメーターを入力したら、[Next」をクリックします。 

⑦ [Install]をクリックしてインストールを開始します。 

 

 

インストールには数分かかります。 
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⑧ 完了後、次の表示に切り替わります。[Finish]をクリックします。 

 

• [Close]をクリックします。 

 

以上でインストール完了です。 

⑪ Windows Server のサービスリストを開き、「ERM Service」が実行されていることを確認します。 

実行されていない場合、クリックして実行します。 
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Ubuntu の場合  

更新予定 

Evoko Home と予約システムの接続 

Evoko Home と各種予約システムとの接続手順を説明します。 

※Evoko Home は日本語表示に対応しておりません。機械翻訳等をご活用ください。 

Evoko Home を Microsoft 365 に接続する  

① ブラウザで http://localhost:3000 にアクセスして Evoko Home に移動します (自動的に

https://localhost:3002 にリダイレクトされます)。 

証明書の警告が表示される場合がありますが、無視して接続します。 

 

② [Booking System] ドロップダウン リストをクリックし、[Microsoft 365] をクリックして、[NEXT] を

クリックします。 

http://localhost:3000/
http://localhost:3000/
https://localhost:3002/
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③ インターネットに直接アクセスするかプロキシ経由でアクセスするか選択します。[NEXT] をクリック

します。 

 

④ Microsoft 365 と連携するための値を入力します。各値を入力し、[LOG IN]をクリックします。 

➢ Azure AD ディレクトリ (テナント) ID 

➢ Azure AD アプリケーション (クライアント) ID 

➢ Azure AD クライアント シークレット値 

➢ ユーザー プリンシパル名形式の Evoko ホームサービス アカウントアドレス 

(例: evoko-service-account@organization.onmicrosoft.com ) 

 
 

mailto:evoko-service-account@organization.onmicrosoft.com
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⑤ SSL 情報を設定します。例としてデフォルトの HTTPS ポート (3002) とデフォルトの証明書を使用し

ます。[NEXT] をクリックします。 

 

⑥ Evoko Liso の内部クロックを同期するための NTP 情報を設定します。NTP サーバーアドレスを入力

し、[NEXT]をクリックします。 
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⑦ 利用規約を読んで同意します。[ACCEPT]をクリックします。 

 

⑧ 管理者ユーザーのアドレスを入力します。これらは Evoko Home にログインするために使用します。

アドレスおよびパスワードは必ずメモしておいてください。（パスワードは Evoko ホーム サービス ア

カウントのメールにも送信されます） 
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⑨ 正しいメールアドレスを入力したことを確認し、 [FINISH] をクリックします。 

以降、本アドレスにアクセスすると、ログイン画面が表示されるようになります。 

Evoko Home の初期設定 

本項で行う Evoko Home の初期設定は基本的にスキップでき、後から変更することが可能です。必要に応じて変更し

てください。 

① ブラウザで Evoko Home にアクセスします。 

デフォルトから変更していない場合、アドレスは https://localhost:3002 です 

② Evoko Home のユーザー名とパスワードを使用してログインします。 

③ 初回ログイン時、「Global Settings」ページに遷移します。必要に応じて設定を変更してください。

[NEXT]をクリックします。 

 

④ 「Default Local Settings」ページに遷移します。この設定は新規で Evoko Home に登録した Liso 共通

のデフォルト設定をすることができます。必要に応じて設定を変更してください。[NEXT]をクリック

します。 

 

⑤ 「Buildings & Locations」ページに遷移します。ここでは Evoko Home に会議室を登録します。 
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最初の設定では組織に少なくとも 1 つ以上の部屋を追加する必要があります。国、都市、建物、フロア

設定し、 [ADD] をクリックして建物を追加します。 

 

 

⑥ 左ペインで会議室アドレスを入力し、[Import]または[Add Room]をクリックして会議室を追加しま

す。 

 

⑦ メッセージが表示されるので、[OK]をクリックします。 
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⑧ 追加した部屋が左ペイン内のリストに表示されます。 

 

⑨ 次に追加した会議室を場所に割り当てます。会議室をドラッグ＆ドロップしてフロアに追加します。 

 

⑩ 手順を繰り返して場所と会議室を登録します。完了したら右上の[Done for now]をクリックします。 
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「Rooms」の「Monitoring」画面に遷移します。以上で初期セットアップは完了です。 

Evoko Liso のセットアップ 

Evoko Liso デバイスを Evoko Home に登録し、会議室を割り当てます。 

※Evoko Home 接続の際に Evoko Home サーバーの静的 IP アドレスを指定します。事前にメモしておいてくださ

い。 

Liso をネットワークに接続する  

① 電源もしくは PoE で接続して Liso を起動します。 

② Liso デバイスの構成画面が表示されます。[Configure Network] をタップします。 

③ ネットワーク環境に合わせて設定を変更してください。 

 Liso は動的または静的 IP を使用して有線イーサネットまたはワイヤレス接続を介して接続できます。

デフォルトでは Liso はイーサネット経由で接続し、DHCP を使用して自動的に IP アドレスを取得しま

す。 

  

デバイス登録タイマーを開始する  

Evoko Liso を Evoko Home に追加するには、新しい Liso からの接続を受け入れるために Evoko Home でデバイス登

録タイマーを起動する必要があります。 

① ブラウザで Evoko Home にアクセスします。Evoko Home のユーザー名とパスワードを使用してログ

インします。 

② [Global Settings]ページに移動します。[Device registration]でタイマーの期間を入力します。 (デフォ

ルトは 20 分です) 

https://support.biamp.com/Evoko/Liso/Using_Evoko_Home/Global_Settings
https://support.biamp.com/Evoko/Liso/Using_Evoko_Home/Global_Settings#Device_registration
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③ [Start registration]をクリックしてタイマーを開始します。カウントダウン中であれば新たに Liso を登

録することができます。 

※「Global Settings」で[Parig Key Authentication]を有効にしている場合、本手順は不要です。 

  

Liso を Evoko Home に接続する  

デバイス登録タイマーを開始したら、Liso を Evoko Home に接続できます。 

① Liso デバイス画面で、[Continue] をタップします。 

 

https://support.biamp.com/Evoko/Liso/Using_Evoko_Home/Global_Settings#Device_registration
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② 「Select installation mode」画面で[DEFAULT MODE」をタッチします。 

 

③ Evoko Home サーバーの静的 IP アドレスを入力します。デフォルトのポートは 3002 です。 

オクテットの数字が 3 桁未満の場合は、「.」ボタンをタッチしてカーソルを次のオクテットに移動し

ます。 

サーバーの FQDN が存在する場合は、「英数字キーボードに切り替える」をタッチして入力すること

もできます。 

 

④ 入力後、[Connect]をタッチします。認証のため数秒待ちます。 

※[Parig Key Authentication]が有効になっている場合は、ペアリングキーを入力して認証できます。

「Room selection」で、この Liso に割り当てる部屋を選択します。 

https://support.biamp.com/Evoko/Liso/Using_Evoko_Home/Global_Settings#Device_registration
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画面の指示に従って、国、都市、建物、階層を選択して絞り込みができます。 

部屋をタッチで選択した後、[SELECT]をタッチします。 

  

⑤ セットアップが完了し、会議室の予定が表示されるようになります。Evoko Home の「Monitoring」ペ

ージでは対応する会議室の Status が緑のアイコンで表示されるようになります。 

 

各 Liso デバイスで本手順を実行し、Evoko Home への追加を完了します。 

Liso のファームウェアアップデート  

新たに Liso デバイスを購入した際、ファームウェアバージョンが最新では無い場合があります。Evoko Home との

バージョン差異が大きいとエラーが発生する可能性がありますので、次の手順に従って最新のファームウェアにアッ

プデートしてください。 

※本手順はデフォルト設定の「Remote」でのアップデート手順を説明します。「Local」でのアップデートに設定し

ている場合は別途トラブルシューティングをご確認ください。 

① ブラウザで Evoko Home にアクセスします。Evoko Home のユーザー名とパスワードを使用してログ

インします。 

② Rooms ＞ Monitoring から Firmware Check をクリックします。 

③ 次のようなポップアップが表示されます。[Confirm]をクリックします。 

https://support.biamp.com/Evoko/Liso/Using_Evoko_Home/Rooms%3A_Monitoring
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④ ポップアップ表示が切り替わります。[OK]をクリックします。 

 

ファームウェアのダウンロードが開始されます。 

進捗は”Firmware Check”でクリックした箇所に表示されます。完了まで数分待ちます。 

 

⑤ ダウンロード完了後、Firmware の右の アイコンをクリックします。クリック後、アイコンの表示が

に変わります。アイコンにカーソルを当てると進捗率が表示されます。 

 

⑥ アップグレードが進むとアイコンが に変わります。 
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以上でファームウェアのアップデートが終了し、Evoko Liso が再起動します。 

 


